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年27

月

職
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A

主たる事務所の所在地

代 表 者 の 氏 名 尾辻

会 計 責 任 者 の氏 名　林　弘樹

大阪府大阪市淀川区十三町1-19-8

3

4

かな子

事務担当者の氏名

(電話)

(電話)

(電話)

尾 辻 か な 子

06-6886-7718

団体 コー ド 年 分 届出年月 日 解散年月 日 告示用 コー ド

緋 りレ岬HZ蹄)/ HZ
I 7/し3/ 1

2。/3ラ 。
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(その2)

1収 支の総括表

収 支 の 状 況

収 入 総 額
十億

1万 3 女
千

3 争 ダ
凹

6
(前 年 か ら の 繰 越 額)

2 1 3 3 望 5 6
(本 年 の 収 入 額)

2 2 0 0 0 0

支 出 総 額
5 7 5 4 9 6

翌 年 へ の 繰 越 額
1 7 7 9 ヲ 6 0

ノ

ノ

//

/

/
/

2収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額
十億 百万 千 円

0

員 数
0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附
十億 百万

3

千

0 0 0

円

0
'/・

(う ち 特 定 寄 附)
～

〔イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附
0

＼

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
1 9 0 0 0 0 ///

小 計(ア)+(イ)+(ウ)
2 2 0 0 0 0 //

(寄附のうち寄附のあっせんによるもの)
0

イ 政 党 匿 名 寄 附
0

合 計(ア+イ)
2 2 0 0 0 0 1ノ
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(その7)

■

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分
(」 弘2憾 人その他の団体3. 政治団体

寄附者の氏名
(団体にあっては、その名称) 金'額 年 月 日

'

住所(団 体にあっては、
主たる事務所の所在地)

職業(団 体にあって

は、代表者の氏名) 備 考

構 百万 千 円

●

..

.

.

. .

.

凸

一 一

七

こ の 頁 の 小 計

{
-

そ の 他 の 寄 附
3 〃 ク 0 ∂

合 計 3 o o o り



/¶ 、 A

(その7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 1.個 人2.法 人その他の団体(㊥ 体

寄附者の氏名
(団体にあっては、その名称)

金 額 年 月 日
住所(団 体にあっては、

主たる事務所の所在地)
職業(団 体にあって
は、代表者の氏名) 備 考

'

民主党大阪府第5総 支部(無 償提供分)
十億 百万

1 2

千

0 0 0

円

0
27.1.1 大 阪市淀川 区十 三東1-19-8 尾立源幸

民主党大阪府第5総 支部'
7 0 0 0 0

27.5.30
〒

大 阪市淀川 区十 三束1-19-8 尾立源幸

し

こ の 頁 の 小 計
1 9 0 0 0 0

/
㍗

そ の 他 の 寄 附
嘲 0

合 計 1 テ 0 0 0 0



'
1

(〆、

(その13)

3支 出項 目別金額の内訳

表括総の出支ω

考備

/

/

/

/∠

1

/

7

み7鋤供提償撫

〆

/
`

∠ノ

額金

円

0

0

4

0

4

2

プム

0

2

6

0

0

4

6

0

9

0

9

9

0

0

4
°

0

5

9

0

9

4

千

0

4

8

3

5

9

0

9

5

0

2

4

9

6

8

2

0

7

2

3

1

2

5

莇

↓

構

目項

費

費経件常経人-ω

費水熱光②

費品耗消
●

品備③

費所務事゚④

計小

費

費動動活活治織政組2ω

費係関挙選②

行
費発業の事誌の紙他関の機そ㈲

劉業事行発の誌紙関機げ

劃業事伝宣α

鋤業事催開
】
イテ

一
パ金資治政け

劉業事の他のぞに

費究研査調ω

金付交
■

附寄㈲

費経の他のぞ⑥

計小

計合

1
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(その14)

.

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項目別区分 靴委鉦7F賀 '

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出 を 受 け た 者 の 氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団

体にあっては、主たる事務

所の所在地)

備 考

十億 百万 千 円
凸

㌦.

.一

■

凸

'

.

, !

こ の 頁 の 小 計
凸

.

,

そ の 他 の 支 出 ユ亨 0 o o

合 計 製仏
曹

o o ∂

r
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(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 囎 別区分 幽 品づ醒 ℃醐
」象,、

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日

1

支 出 を 受 け た 者 の 氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団

体にあっては、主たる事務

所の所在地)

備 考

櫃 百万 千 円

唱

、.

一

,

■

1

■

も

こ の 頁 の 小 計
凸

そ の 他 の 支 出 チ8 望望解
合 計

曜

仔 2 望チ 4



八 「、ノ

(そ の14)

② 経常経費(人 件費を除 く。)の 内訳 項 目別区分 麺洲毯
支 出 の 目 的

r

.

金 額 年 月 日

「 、

支 出 を 受 け た 者 の 氏 名
(団体 にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団
体にあっては、主たる事務'所の所在地) 備 考

1

嘲

.

十億 百万 千 円
r

1

、■

r

.

.

■

. 」

1 ●

r

.

'

.

.

」

●

こ の 頁 の 小 計
.

唱

.

そ の 他 の 支 出
. 9 3 o 6 o

合 計

.

3 o 6 δ

,
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(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分 髭且籔 逓 璽 務く (衣.漉 諏 )

支 出 の 目 的
'金 額

.

年 月 日

マ ー

支 出 を 受 け た 者 の 氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団

体にあっては、主たる事務

所の所在地)
備 考

縮 百万 千 円
L ■

1

i

●

辱

凸

.

.

.

.

'

殉
1

..

.

r

」

回

.

こ の 頁 の 小 計

そ の 他 の 支 出 8 9 }

合 計 δ 9 弓》

'
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(その15)

(3)政 治活動費の内訳 囎 別区分 勧他 α紗 麩(誓 依 提 《象 分)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出 を 受 け た 者 の 氏 名
(団体にあっては、その名称)

支出を受けた者の住所(団

体にあっては、主たる事務
所の所在地)

{

備 考

金銭以外の寄付相当分
十催 百万

1 2

千

0 0 0

円

0
27.1.1 民主党大阪府第5総 支部 大阪市淀川 区十三本町1-19-8

「 ド

/

こ の 頁 の 小 計
1 2 0 0 0 0 '

/・

そ の 他 の 支 出
0

合 計
1 2 0 0 0 0



(そ の17)

1資 産等 の総括表

A、

資 産 等 の 状 況

A

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無

一

備 考

ア 土 地 口
/

E

イ 建 物 口 匡

ウ 建 物 の 所 有 を 目的 とす る地 上 権 又 は 土 地 の 賃 借 権 口 匡

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 匠

オ 預金(普 通預金及び当座預金を除く。)又は貯金(普 通貯金を除く。) 口 匡

力 金 銭 信 託 口 匡

,キ 有 価 証 券 口 E

ク 出 資 に よ る 権 利 口 E

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 E

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 匡

サ 取得の価額が100万 円を超 える施設の利用 に関する権利 口 圧

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 匡



(その2ω

ρ

宣 圭丘
昌 書

添 付 書 類.(別 添の とお り)

1領 収書等の写 し

2監 査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違ありませ ん。

平成2曾 年 夕 月31日

/
/

政 治 団 体 の 名 称 尾辻かな子 とレインボーネ ッ トワーク ど
//,

/

会計責任者の氏名 多q移 一

解散 の場 合のみ下欄を記入すること

(代 表 者 の 氏 名 勉 ψ

〆

/

認5

総趨

㊥ 聾

//ノ

(備考)1「 会計責任者の氏名」欄は、記名押印又は署名とし、署名は必ず会計責任者本人が自署すること。

2r(代 表者の氏名)」 欄 は、解散の場合のみ記入す ること。その場合、記名押印又は署名とし、署名は必ず代表者本人が自署すること。


